
家庭用電気式生ごみ処理機購入費補助金　アンケート結果
[令和５年度と令和６年度の比較]

回答者数：令和5年度170人、令和6年度168人

[問１] 補助金申請者の年代 [問2] お住いの住宅の建物種別（1つ選択） [問3] 処理機を購入することにした理由（複数選択可）

[問4]生ごみの量はどれくらい減ったか（１つ選択） [問5]1日当たりの使用回数は何回か [問6]１週間あたりの使用回数は何回か

R5年度、R6年度ともに戸建てのほうが多い。
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40代の申請割合が減り、
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増加している。
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R5年度、R6年度ともに、

「ごみの減量」「台所等に生ごみをためなくてよい」

という購入理由が多い。
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R5年度、R6年度ともに、

「1日１回使用」の割合が約８割。
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R5年度、R6年度ともに、

「１週間あたり毎日使用」の割合が約５.５割。
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R5年度、R6年度ともに、

「とても減った」「少し減った」の割合が合計約９割以上。



[問7] 処理機を使用して良かったこと（自由記述） [問8]処理機を使用するときに工夫していること（自由記述）

[問１１]処理機を他者にも薦めたいか

0人 20人 40人 60人 80人 100人 120人 140人

・ 生ごみの臭いが減った・なくなった

・ ごみ出し回数やごみ袋使用枚数が減った

・ 虫の発生を抑えることができた

・ ごみ袋が軽くなった、ごみ出しが楽になった

・ 簡単に堆肥ができ、家庭菜園に利用できる

・ 衛生的

・ 家族のごみ分別、減量に対する意識が向上した

・ カラスなどにごみを荒らされない
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R5年度、R6年度ともに、

「生ごみの臭いが減った・なくなった」

と回答した人が100人以上！
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・ 水キリをしてから入れる

・ 処理しやすいよう入れる生ごみは薄く、小さく

・ 電気代の安い夜間に使用

・ 節電のため、生ごみをある程度溜めて処理

・ 音が気にならない夜間に使用

・ 夜間に使用

・ 太陽光発電の電力を利用できるときに使用

・ 堆肥として利用
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アンケートの回答にご協力いただき

ありがとうございました。

薦めたい

79%

どちらでもない

21%

薦めたくない

0%

R6年度

R5年度、R6年度ともに、

「薦めたい」割合が約８割！


